
継続的な
寄付

さらに、避難している女性や子ども達に関す
る保護に関する重大な懸念には、ジェンダー
に基づく暴力（GBV）が含まれます。避難先と
しては、近隣の家、学校、高台にある教会や
学校などに避難している状況です。

現地では、洪水による直接的な影響として、
人命の損失、財産の甚大な損害、農作物や家
畜の損失、感染症による健康状態の悪化など
が挙げられます。道路や橋も被害を受け、通
常の移動ができなくなっているため、被災地
のインフラや通信回線は寸断されています。

CWSでは、この度の被災地域で食料供給や生計
向上支援を現地オフィスを通じて行ってきて
いますが、想定を上回る被災状況です。タナ
川流域の4つの郡では、約15の小中学校が水没
したり、完全に閉鎖されたりしています。 よ
って、CWSでは緊急食料支援や、安全な水・衛
生支援、生計回復支援などを展開する予定で
す。また、同じような被災を繰り返さないた
めにも、この度の教訓から学び、さらなる防
災力向上に結び付けるために、日本の防災の
経験が活きると考えています。

2024年5月

いつもCWS Japanの活動に温かいご支援、
ご理解をいただき、ありがとうございます

豪雨による洪水被害
が続くケニアにて
支援を開始
エルニーニョ現象の影響によって、世界各地
で洪水被害が発生しています。ケニアでは、
断続的な雨と洪水による壊滅的な被害が続い
ており、5月上旬時点で推定210人が死亡し、
20万人が避難をしています。学校も閉鎖され
ています。被災地ではコレラの発生も報告さ
れており、農地や地域インフラに壊滅的な被
害が生じています。

被災地域は長年干ばつの影響も受け、不作を
繰り返し、人々の困窮度合いは極限にまで達
していました。そこを今回の洪水が襲ったこ
とで、被害の更なる拡大が懸念されていま
す。ケニア国内の約半数の地域が影響を受け
ていて、避難所支援、水と衛生設備、保健衛
生、食料品、非食料品、心理社会的支援な
ど、必要不可欠なサービスへのアクセスが欠
如しているため、特に女性や子ども、高齢者
の健康と安全が脅かされています。

皆さまのご理解・ご支援を
心よりお願い申し上げます。

今回のみ
寄付

https://www.kifukara.jp/form/cwsjapan/monthly/
https://www.kifukara.jp/form/cwsjapan/monthly/
https://www.kifukara.jp/form/cwsjapan/once/
https://www.kifukara.jp/form/cwsjapan/once/


災害リスクの高い
コミュニティに
おける災害管理能力
強化に向けて
2023年度JICA「草の根技術
協力事業」に採択決定

この災害によって、472,765人が被災し、179
人が死亡、271人が負傷、45人が行方不明にな
ったと言われています。CWS Japanでは発災
から3ヶ月後の2021年7月から2022年1月にか
けて、衛⽣⽤品、⽣活⽤品、そして⼀時的な
避難場所として緊急シェルターキット（テン
ト⽤品）を提供したり、損傷や汚染した井戸
の修復・清掃を行うなど、緊急支援を実施し
ました。
その取り組みの事後評価も行っており、以下
からサマリーをお読みいただけます。

この度、インドネシアにおける「気候変動適
応策の強化と技術支援によるコミュニティ災
害レジリエンス向上（I-CREATE）」事業が、
CWS Japanとして初めて、JICA「草の根技術
協力事業」として採択されました。ここから3
年かけて取り組んでいくことになるこの事業
の背景を、今回はお届けします。

気候変動の影響により、高まる
インドネシアの災害リスク
インドネシアでは地震や津波に加え、サイク
ロンや豪雨によって引き起こされる洪水や土
砂災害なども多く発生しています。2021年4月
に東ヌサ・トゥンガラ州に上陸したサイクロ
ン・セロージャによる豪雨と強風は、洪水や
地滑り、鉄砲水などの災害被害をもたらしま
した。

💻インドネシア / サイクロン・セロージャ
被災者緊急支援

洪水時の様子 ©CWS Indonesia

効果的なステークホルダー連携の
強化が急務
気候変動の影響もあり、同地域ではほぼ毎年
洪水が発生しています。災害リスクが高まる
中、コミュニティ・行政・非政府組織
（NGO）・企業など、社会のステークホルダー
が一丸となり、気候変動関連リスクの対策に
取り組む必要がありますが、我々の調査の結
果、それぞれがバラバラに計画を立ててお
り、効果的な連携が生まれていないことが分
かっています。この連携を強化することが、
インドネシアの防災力向上を進める上で重要
です。

現地で緊急支援後に策定された防災計画に
記載されている主な活動  ©CWS Japan

https://www.cwsjapan.org/2023/12/21/indonesia_cyclone_seroja_report/
https://www.cwsjapan.org/project/indonesia_cyclone_seroja/
https://www.cwsjapan.org/project/indonesia_cyclone_seroja/


災害リスクの高いコミュニティに
おける災害管理能力強化に向けて
この問題意識を持って計画した案件「気候変
動適応策の強化と技術支援によるコミュニテ
ィ災害レジリエンス向上（I-CREATE）」が、
この度JICA「草の根技術協力事業」2023年度
案件として採択いただきました。

この事業では、効果的な気候変動関連リスク
対策のための災害リスクガバナンスの強化、
災害レジリエンス向上に向けた関係者間の協
力による災害リスク管理、災害リスク軽減の
改善、効果的な災害対応のための能力強化を
行います。
ここから3年間の取り組みを通じて、災害に強
い社会を実現するためのステークホルダー間
の連携が強化し、地域の防災・減災計画や取
組みが強化され、災害リスクの高いコミュニ
ティにおいて災害管理能力を強化してまいり
ます。進捗はまた随時アップデートいたしま
す！

（文：事務局長　小美野剛）

💻国別事業一覧【インドネシア】
｜市民参加｜事業・プロジェクト-JICA

💻草の根パートナー型 ｜ 事業について - JICA

各種SNSは
ここをクリックor
QRコード読み込み

さまざまなSNSで
情報をお届けしています
CWS Japanでは各種SNSで、日ごろから情報を
お届けしています。お好きな方法で最新情報
をぜひチェックしてみてください

https://www.jica.go.jp/Resource/partner/kusanone/country/indonesia.html
https://www.jica.go.jp/Resource/partner/kusanone/country/indonesia.html
https://www.jica.go.jp/activities/schemes/partner/kusanone/partner/index.html
https://x.com/Japan_CWS/status/1772219806198182309
https://linktr.ee/cwsj
https://www.instagram.com/cws_japan/


みなさん、初めまして！この度CWS Japanに
入職し、プロジェクト・オフィサーとして働
き始めました五十嵐望美いがらしのぞみと申
します🍀
今回は私の自己紹介を兼ねて、なぜ私がCWS
Japanで働き始めることになったのかについて
ご紹介できればと思います！

これまでの取り組み
私はこの3月に通っていた大学院と専門学校を
卒業し、新卒職員として4月からCWS Japanに
入職することになりました。

大学院では歴史社会学(アメリカ史)を専攻し
て、黒人女性史(ブラック・フェミニズム史)
の観点から人種やジェンダーという二重の差
別によって苦しめられ周縁化・不可視化され
てきた黒人女性たちが差別撤廃のために草の
根の運動を行ってきた歴史について研究して
きました。また、昨年からは社会福祉士の国
家資格取得を目指して専門学校にも通い、今
年2月に受験した国家試験を無事突破して、資
格を取得することができました！

そのため、最近の取り組みでいうとCWS
Japanが事業として行う国際協力分野に近い活
動をしてきたとは言えませんが、幼い頃から
ずっと関心のあったNGO/NPO業界で自分のキャ
リアを始めることになった今は、とてもワク
ワクしています！

最も脆弱な人たちの
ために働く
五十嵐望美
(プロジェクト・オフィサー)

災害ボランティアで得られた繋がりと
気づき
これまで私はボランティア(またはインター
ン、アルバイト)として、さまざまな分野の社
会的な活動に取り組んできましたが、その中
のひとつがCWS Japanが取り組む災害支援活動
です。災害支援の現場におけるボランティア
活動の経験を通して、大切な気づきや学びを
多く得ることができましたし、今の私にとっ
てもその経験がライフワークのように感じて
きたところがありました。

それまで「災害」といえば、関西に暮らす私
の祖母が阪神淡路大震災の被災者だったの
で、その時の話を聞く機会は幼い頃から身近
にありましたが、私が生まれる前の出来事だ
ったので正直実感としてはあまり持てていま
せんでした。しかし、2011年の東日本大震災
は私にとって初めて経験した大きな災害であ
り、私が住んでいる東京でも暮らしに影響が
ありました。また、当時中学生だった私は、
もともと被災地の東北地域との個人的なつな
がりはなかったものの、甚大な被害を受けて
いる地域に対して何かできることはないだろ
うかという大きな焦燥感に駆られて、ソワソ
ワしていたことを今でもよく覚えています。

それから被災地のボランティア活動に参加す
る機会があり、それをきっかけに出会った宮
城県南三陸町の漁師さんたちとは今でも交流
を続けていて度々訪れるようになりました。

南三陸町の漁師さんが働く港にて、
採れたての茹で上げわかめをしゃぶる高校生の私

先日宮古島を訪れた時に、
そこで出会った台湾の友人が撮ってくれた一枚。



その中でも、特に日本でも多文化共生が叫ば
れるようになった一方で、日本で暮らす移
民・難民の方が外国人としての差別を受けな
がらきわめて立場が不安定な状態で困難な生
活を強いられ続けている状況や、障がいや女
性、LGBTQをはじめとしたセクシュアル・マイ
ノリティの人権や尊厳がなかなか守られてい
ない状況に対して、どうにかならないのだろ
うかと奮闘・模索するようになりました。そ
こで、今後もし自分がそうした人たちを支え
る支援者として活動する立場になった際に
は、支援を必要とする人に対して必要な支援
に繋げるための知識・技術を身につけたいと
思い、ソーシャル・ワーク(社会福祉)を学ぶ
ことにしました。

よって、これまでの私が最も脆弱な立場に置
かれた人が社会的排除を受けることなく生き
ていくことのできる社会の実現を構想しなが
ら歩んできた道のりには、CWS Japanが実現し
たい社会像やそれを実現するための支援活動
において大切にしてきた理念やアプローチと
も重なる部分が多くあったのだと今は感じて
います。

ただ、私にとってCWS Japanが現在事業を行っ
ているアジア地域の国々のほとんどはこれま
で訪れたこともない縁のなかった場所なの
で、これから新たなチャレンジもあるのでは
ないかと思います。また、社会人経験もない
状態でこのキャリアをスタートしているの
で、周りのサポートを得ながらやっていく場
面がたくさんあるかと思いますが、これまで
培ってきた知識や経験を活かしてCWS Japanが
大事にしてきた現地の人を支えていく支援活
動をしていけるように、私もこれから共に探
求していければと思っています。そして、た
とえ社会的に弱い立場に置かれたとしても、
絶望することなく希望を持って一歩ずつ歩い
ていくことができるような社会にするために
も、今後も奔走していきたいと思います。

これから皆さんにはお世話になることもある
かと思いますが、どうぞよろしくお願い致し
ます！

（文：プロジェクト・オフィサー　
五十嵐 望美）

また、大学生になってからは、東北のほかに
も在学中に発生した熊本地震の被災地でのボ
ランティア活動にも参加し、NPO団体が支援し
て建てた私設の避難所で暮らす方と一緒に生
活しながらお手伝いをしたり、地域の農家の
方の農作業のお手伝いや、中学生の受験勉強
のお手伝いなど、さまざまな活動に関わるこ
とができました。

これらの経験を通して、実際に現地に行って
みないとわからないことが沢山あること、そ
の地域で生活している人と直接会って話を聞
くことの大切さについて気づきました。ま
た、日頃から同じ地域に住む人同士が顔をあ
わせながら作っていくネットワーク・関係性
づくりと防災への意識づけが十分にできてい
るかによって、いざ非常事態が起きてもそこ
から生じる被害を最小限にするための素早い
協力・支援体制が構築できるかが重要である
ことについても学ぶことができました。

熊本県南阿蘇村の中学校で、
受験を控える中学生たちの勉強をサポートする私

最も脆弱な立場に置かれても、その人
らしく生きられる社会とは？
また、社会課題について学べば学ぶほど、構
造的に社会から排除されて取り残されてしま
う人たちがいることに対して、どうしたらこ
ういう立場に置かれる人が苦しまずにすむよ
うな社会にできるのかについてさらに探究し
たいと思い、一年間大学を休学してイギリス
の語学学校や大学で国際関係学などを学ぶ留
学を経験したり、帰国・復学してからは大学
院に進学して前述のマイノリティ関連の研究
や国内でマイノリティ属性がある人をエンパ
ワメントする活動にも取り組みながら、自分
なりにその学びを深める時間を過ごしてきま
した。



「外国人高齢者と
防災〜私たちが今
できること〜」を
開催しました
今回は先日コミュニティ・カフェ@大久保で開
催したイベントの簡単な報告と、地域イベン
トの出店についてお知らせです📣

「外国人高齢者と防災〜私たちが今で
きること〜」を開催しました！
大久保の日本福音ルーテル東京教会で月2回
（第1・第3水曜日）オープンしているコミュ
ニティ・カフェ@大久保ですが、GWの連休に挟
まれた5/1(水)には「外国人高齢者と防災〜私
たちが今できること〜」と題してイベントを
開催しました🎉

コミュニティ・カフェ@大久保では、これまで
も何度か福祉に関連するテーマを設定し、福
祉職の方からお話いただく機会を作ってきま
した。

特に、災害時に必要な支援から取りこぼされ
てしまう可能性が高い脆弱性を持つ外国人高
齢者の課題をテーマに行いました。

↑こちらの記事の後半にある松本牧師のイン
タビューの中でも、以前行ったイベントにつ
いて少し紹介しています。

そして、今回は以前からCWS Japanが行ってき
た大久保地域の多文化共生×防災事業の取り
組みを踏まえ、もし今後大規模災害がこの多
文化共生が進む地域を襲ってきた時に備え
て、今から取り組むべきことについて地域の
皆さんと一緒に考えたいと思い、企画しまし
た。

外国人が被災するとどうなる？
今回の「外国人高齢者と防災」では、そうし
た問題意識の共有や様々な統計・ケースなど
の情報を共有する場として、在日韓国人福祉
会さんと大久保高齢者総合相談センターさん
のご協力を得てそれぞれお話し頂きました！

まず最初にCWS Japanの牧から、新宿区の外国
人住民の状況や防災意識についてのアンケー
ト結果の紹介を交えながら、東日本大震災の
外国人被災者の事例や調査データなども共有
し、今後もし大久保地域で大規模災害が起き
た際にどのような課題が想定されるかについ
て共有を行いました。

そして、大久保高齢者総合相談センターさん
からは大久保地域では独り暮らしの高齢者の
割合が多いことや、相談を受けている外国人
高齢者のケースや統計について共有いただき
ました。



当日は地域の福祉に携わる専門職の方や消防
署の方など、さまざまな形で地域を支えてい
る方にもこの課題について関心を寄せていた
だき、参加者の皆さんとも意見を交わす有意
義な時間となりました🗣️💭

5/18(土)は五月祭りに出店しました！
そして、5/18(土)には大久保地域センターで
開催される五月まつり(さつきまつり)にコミ
ュニティ・カフェ@大久保が出店！🙌🎈
（当日の様子はまた後日お届けしたいと思い
ます）

そして、在日韓国人福祉会の方からは外国人
高齢者である利用者さんのケースについてご
紹介頂きました。また、利用者さんにもし何
か困った時に相談するとしたらどういう相談
先が思い浮かぶのかについて聞いてみたとこ
ろ、行きつけの美容院や喫茶店を挙げている
方がおられたということでした！

また、高齢になると認知症の影響によって新
しい記憶である日本語を話すことが難しくな
り、母語しか話せなくなってしまう特徴があ
ることから、言語の問題が大きく関わること
が改めて共有されました。

コミュニティ・カフェ@大久保では通常のカフ
ェ営業のほかにも、地域のイベント出店もし
ているので、その際は気軽に遊びに来てもら
えたら嬉しいです！

コミュニティ・カフェ@大久保の取り組みが気
になる人は、SNSのアカウントで随時更新して
いますので、ぜひフォローしてチェックして
みて下さい。

（文：プロジェクト・オフィサー　
五十嵐 望美）

Community Cafe Okubo

コミュニティ・カフェ@大久保

commucafe2023

https://www.facebook.com/community.cafe.okubo
https://x.com/commucafe2023
https://www.instagram.com/commucafe2023?utm_source=ig_web_button_share_sheet&igsh=ZDNlZDc0MzIxNw==


今回は近々開催される、CWS Japanが参加する
イベントについてお知らせします📝
どなたでも参加できるイベントとなっており
ますので、ご関心のある方はぜひお申し込み
いただき、それぞれのテーマについて共に考
える時間を過ごせたらと思います。

6/16-21 防災グローバルフォーラム
2024
2024年6月16日（日）～21日（金）に、兵庫県
姫路市で開催される世界銀行主催の「防災グ
ローバルフォーラム2024」にCWS Japanも参加
します。

6月20日（木）16：00-17:00のセッションにお
いて、小美野事務局長が登壇し、
How can Japan contribute to “Early
Warnings for All”?: Introducing cross-
sector initiatives and good practice
をテーマにお話しする予定です。

セッション概要
開催日時：2024年6月20日（木）16：00-
17:00
場所：アクリエひめじ（兵庫県姫路市神屋町
143-2）
タイトル：How can Japan contribute to
“Early Warnings for All”?: Introducing
cross-sector initiatives and good
practice

※防災グローバルフォーラム2024とは
日本を含め世界中から数百名の防災に携わる政府
関係者、 NGO、企業や専門家が集まり、自然災害
からのリスクをより理解するための新たな取り組
みや減災を実装する上での最新の課題などについ
て、様々な形での議論が行われます。（参考）

CWSJapan

@Japan_CWS

特定非営利活動法人CWS Japan
　〒169-0051
　東京都新宿区西早稲田2-3-18
　日本キリスト教会館25号室

メールアドレス：
public@cwsjapan.jp
電話：
03-6457-6840 cws_japan

【参加者募集中！】
6/16-21 防災グロー
バルフォーラム2024

▼詳細・お申し込みはこちらから

日本ファンドレイジング協会の企画のもと
「特集・国際協力NGOのファンドレイジン
グ〜“遠く”の社会課題に関心と参加を生み
出す方法〜その最前線を探る」と題した対談
に、五十嵐職員が参加しました。

第3回にわたって、対談記事が掲載されていま
す。下記よりお読みいただけます。

https://www.worldbank.org/ja/events/2024/06/16/understanding-risk-forum-2024
https://www.facebook.com/CWSJapan
https://twitter.com/Japan_CWS
mailto:public@cwsjapan.jp
https://www.instagram.com/cws_japan/
https://x.com/Japan_CWS/status/1772219806198182309

